
『ゆりりん』で　残尿測定
１．測定姿勢で安静２～３分後

２．プローブ中央に並ぶ４つの超音波センサー
　　と腹部の空気をジェルを付けて遮断

３．おへそと恥骨を確認
　　正中線上 恥骨頭頂上部より 男性１ cm上
　　　　〃　　　　　　〃　　 女性0.5cm上

４．膀胱とプローブを平行に・・・
　　数値点滅中はプローブを動かさない

・使い始めは、5回測って一番大きな数値を採用

　　１回目･･･定位置に置いて軽く手を添えて
　　 2回目･･･少し押し当てて、手を固定、測定
　　 ３回目･･･もう少し強く押し当てて手を固定測定

　　 4回目･･･更にもう少し強く押し当てて手を固定、測定。5回目も･･･

測定は、開始ボタン



①一番下の□が■に
　変化する所が最適

②数値の点滅中は、
　プローブを動かさない
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正しいプローブの位置

超音波が膀胱内の尿を捕えると□⇒■になる



　プローブの当て方

体型・姿勢によっては、超音波が膀胱に当たらない為、測れません。
プローブは膀胱と平行。一番下の超音波が恥骨に遮られない可能な限り下。
数値が小さくならない程度に押し付ける。



膀胱内に多量の尿がある時は、可能な限り膀胱の
下の部分から超音波が当たる様にプローブを当てる。
プローブを下げ過ぎると超音波が恥骨に遮られます。
一番下の□が■に変化する所が最適位置です。
下過ぎると恥骨に超音波が遮られて□です。

定位置(正中線上・恥骨上 男性＝１cm  女性＝0.5 cm）

にプローブを当て■が３～４点灯する時は、少し上下
させてより多く点灯する場所で押す圧を変えて数回測
定して、最大値を採用して下さい。



■が□に挟まれている時は、一番下の□が
■に変化する所が最適位置ですが、数値的
には然程、影響ありません。押す圧を変え
て数回測定をして最大値を採用して下さい

（基準:正中線上・恥骨上　
　　　　　男性＝１cm  女性＝0.5 cm）



■が□に挟まれている時は、一番下の□
が■に変化する所が最適位置ですが、数
値的には然程、影響ありません

プローブが適正位置にあっても膀胱内に
尿がなければ■に変化しません。

押し付け圧を変えて数回測定をして最大
値を採用して下さい。
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